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はじめに
　東日本大震災は大津波を発生し石巻市街地の約 50％
を冠水させ壊滅的な被害をもたらした。石巻赤十字病院
は建物の免震構造と内陸部という立地条件から被害を免
れ、石巻市内で唯一機能する基幹病院となった。津波被
害による低体温症や肺炎患者など傷病者はもちろん、在
宅酸素療法の患者や要介護者の受入れ、避難住民の待機
所、そして入院患者の医療など、予想を超える医療・救
援のニードが起こった。病院職員は全員無事だったが被
災者であり、自分達だけでこの窮地を乗り越えるには限
界があった。長期間にわたり全国の救護チームや赤十字
施設からの院内診療支援を受け災害拠点病院としての役
割を発揮することができた。東日本大震災を経験して１
年が経過した今、私たちが伝えたい発災時の状況と災害
に対する備えについて報告する。
石巻赤十字病院の紹介
　石巻赤十字病院は宮城県沿岸北東部に位置し、石巻医
療圏（人口 22 万人）で急性期医療を担う中核病院であ
る。病床数は 402 床、診療科は 26 科　2011 年 3 月 1 日
現在の職員数は医師が 100 人、看護職が 468 人、コメデ
ィカルが 124 人、その他職員 191 人である。災害拠点病
院に指定され、救命救急センターを有し、病院は 2006
年 5 月に移転新築している。
　2011 年 3 月 11 日金曜日 14 時 46 分、三陸沖を震源と
する地震が発生した。この地震により、北海道から九州
にかけての広い範囲で震度７から震度１の揺れに見舞わ
れ、石巻は震度６弱であった。さらに、14 時 50 分ごろ、
気象庁が岩手県、宮城県、福島県の三陸沿岸に大津波警
報を発令した。
　石巻赤十字病院の災害対策マニュアルは、災害の程度
に応じてレベル１からレベル３に区分され、震度５強以
上で院外にいる職員は自主登院することになっている。
14 時 50 分に災害対策本部が立ち上り、外来を中止し被
災患者を最優先に全職員で対応する災害レベル３が 15
時 3 分に宣言された。１階フロアーのトリアージエリア
は 15 時 43 分に救急患者の受入れ準備が完了した。
　発災直後の院内の被害状況は人的被害が無く、施設及
び設備の被害も病棟の一部で棚から物が落ち、正面玄関
前の舗装にひびが入る程度であった。ヘリポートは使用
可能、電気は自家発電、上水、雑用水ともに貯水タンク
から供給ができた。ガスは停止し、電話は固定・携帯と
もに不通となりインターネットの使用もできなかった。
オーダリングシステム、血液検査、放射線検査は使用で
きた。停止したエレベーターは専門技師の点検を受ける
まで 3日間使用できなかった。患者の担架搬送・ベッド
搬送を６～８人態勢で担当したが病棟まで安全に搬送す
るのは至難の業であった。
被災地の状況
　石巻赤十字病院は沿岸から直線で 4.5 キロメートルの
内陸部にあり、津波による被害はなかったが、石巻赤十
字看護専門学校は、北上川の東側の湊地区にあり１階の
天井まで飲み込まれ壊滅した。辛くも教職員と学生は無
事避難し避難先の小学校で救護活動を行った。石巻市立
病院は津波が 2階まで浸水して病院の診療機能を失い、
市立雄勝病院は医師・歯科医師３人を含む職員、患者ら
64 人が死亡・行方不明となり診療不能になった。石巻
市に隣接する東松島市も被害は大きく、女川町は町ごと
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津波に流されたという表現が適する甚大な被害を受け
た。海抜約 16mにある女川町立病院も約 2m浸水した
ので、津波の高さは 18mを超えていたと推定されてい
る。
　当院の新設部門は傷病者の受入れ態勢を整え待機し
た。最初の来院は、軽症の緑エリアが 15 時 23 分、重症
の赤エリアは 16 時 20 分で、震災当日の患者は予想より
も少ない人数であった。これは、被害の大半は津波であ
り、水が引かないと救助活動ができない事や、救急隊も
救急車が流され搬送できなかったのである。発災初日の
患者数は 99 人で、自力で来院した患者とパトカーで搬
送された患者であった。自衛隊による人命救助は夜を徹
して行われたが、12 日の明け方から救助活動が本格化
した。
　翌日の午前 2時 26 分に八戸赤十字病院の救護班が到
着した。その後、全国から続々と救護チームが派遣さ
れ、この日は計 17 チームが当院に参集した。救護チー
ムは、近隣避難所の散発的な巡回と院内の診療支援を
行っていた。
　今回の災害による傷病者の特徴は、損壊した建物での
被害がほとんどなく、津波に襲われて一夜を明かした
人、家を失って避難所に避難した人、浸水により自宅に
取り残された人など、自衛隊などによって大勢の人が救
出された。救出された傷病者は、ヘリコプター、自衛隊
の車や救急車などで次々に搬送されてきた。当院は石巻
医療圏内の唯一の災害拠点病院・救命救急センターとし
て無条件ですべての傷病者を受入れ診療するという方針
で対応した。
　図１は発災後 1週間の救急患者数の推移である。3日
目の 13 日には 1,251 人が搬送された。自衛隊、海上保
安庁、警察などのヘリコプター 63 機が着陸し、延べ
171 人の患者が搬送され、病院の上空では、着陸待ちの
ヘリコプターが旋回している状況であった。当院のヘリ
ポートは、救命救急センター脇の地上にあり、約 70m
の平行移動でスムーズに搬送できる。
　病院の１階と２階は押し寄せる患者と、治療が終わっ
ても帰るところがない被災者であふれかえる状態となっ
た。最も患者数の多かった 3日目、正面玄関の待合ホー
ルは、床や簡易ベッドに横たわる患者でいっぱいであっ
た（写真１）。
　3月 11 日は、被災地の広い範囲で、午後から断続的
に雪が降り、津波到達後の午後 4時ごろはかなり強い雪
が降っていた。津波にのまれてずぶぬれになった人、建
物の屋上で救助を待つ人など、暖が取れない状況下で救
助を待つ多くの人の体温を奪う「非情の雪」であった。
天候は夜には回復し、満天の星空であったが、それもま
た、放射冷却で翌朝にかけて厳しく冷え込み、「無情の
星空」だった。石巻医療圏で唯一機能した当院に搬送さ
れた患者の多くは、低体温症や津波の汚れた水を飲んで
肺炎になった人、高齢者で持病が悪化した人たちであ
る。しかし、津波災害の特徴で重症の外傷患者は多くは
なかった。低体温症の患者に、補液を温め、保温ができ
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図１　石巻赤十字病院の救急患者数の推移と赤～黒タッグの内訳（3日～ 17 日）
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る物品を準備して対応した。赤エリアや黄色エリアから
入院する患者で病棟のベッドが満床になり、中央処置室
や健診センターなどに最大 50 床のベッドを増床した。
石巻管内のすべての透析患者の受入れ、通常の５倍の分
娩に対応し、診療機能を維持するための後方搬送と、こ
れまで経験したことのない多くの困難な問題に直面した。
　ＨＯＴ（在宅酸素療法）の患者は津波被害や長引く停
電のため酸素濃縮機が使えず、病院に酸素を求めて 88
名が来院した。酸素吸入の目的で来院した患者はトリ
アージタッグをつけず収容できるように、呼吸器病棟の
看護係長を専従担当にした。初めは化学療法センターや
病室で酸素吸入だけをすることで対処したが、酸素流量
計も不足し管材課が近隣の病院から借り集めた。5日目
には酸素業者から酸素濃縮機を大量に借用でき、リハビ
リセンターにＨＯＴセンターを設置した。栄養状態や環
境が悪い中で、2割の患者が病状の増悪を起こした。そ
の後ベッド会社から簡易ベッドが提供され環境が少し改
善できた。電気が復旧し始めると帰宅できる患者が増え
写真１　3月 13 日待合ホールの緑エリア（共同通信社提供）
写真２　現在の正面玄関の待合ホール
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始めた。酸素業者は退院時に酸素濃縮機やボンベを自宅
へ持ち帰ることを了解してくれた。
　津波により薬が流され、かかりつけの病院などが被災
し薬がもらえない人も大勢来院した。薬手帳の確認や医
師が直接聞き取りして緊急的に処方箋を交付することが
3月 12 日から 4月 1日まで続いた。
　黒エリアは、葬儀社が稼働できず遺体の安置が長期化
した。担当者は医師、看護師、臨床心理士、検査技師、
事務職 10 人が交替しながら 24 時間対応した。遺体の尊
厳と遺族への配慮しながら 3月 13 日は 37 の安置数とな
り多くの死と向き合うことになった。遺体袋やパーテー
ションを準備し、物資がないなか最低限のエンゼルケア
を行い付添う遺族へのケアに努めた。多数の遺体を管理
するスタッフのストレスケアが必要であった。
病院職員への支援
　被災者である病院職員の生活支援は重要である。職員
の休養がとれるように日本赤十字社から全面的な院内診
療のサポートを受けた。院内支援看護師は全国赤十字病
院・大学・看護学校からのべ 2,393 人が派遣された。そ
のお蔭で院内業務負担軽減と交代で休養を取ることがで
き、スタッフは家族の捜索、家屋の片付けをすることが
できた。その他、約１ケ月の食事支給、ガソリンの手
配、自宅が被害を受けた職員に宿泊所や入浴の手配を行
った。メンタルケアのためのリフレッシュルームの設
置、スタッフが安心して働き続けられるために、職員食
堂を利用し、院内保育所を継続した。
東日本大震災を経験して　～災害に対する備え～
　私たちが体験した大災害から得た教訓は、災害への備
えである。当院は新築に際し、災害に診療機能が維持で
きる設備を整備し、病院移転直後に災害対策マニュアル
の全面改定に着手した。新病院に合うようにトリアージ
エリアの配置を見直した。使えるマニュアルにするた
め、担当者名を実名で記入、内容は箇条書き、図と表を
多用し見やすく、読みやすく、探しやすくする工夫をし
た。このマニュアルを実践評価するために、年 1回の実
動訓練を実施した。
　2010 年には宮城県と石巻市の総合防災訓練とコラボ
レーションし、各機関のヘリコプターによる患者搬送も
含めた大規模な実動訓練を行った。年間計画で体系化さ
れた訓練と研修会を派遣職員も含めた病院で働く全従業
員を対象に繰り返し行ってきた。
　更に、石巻地域災害医療実務担当者との協議会の設
置、また民間団体との災害時応援協定を締結するなどし
て顔の見える関係の構築も積極的に行い、大地震に備え
てきた。その中で培われてきた職員の災害に対する意識
は高くなり、各人がその役割を発揮できたのだと考え
る。
　今年度当院は、長期間に渡り全国から支援を頂いた経
験から、救護班を８班から 13 班に増やし、災害救護活
動に対応できるよう体制を強化した。災害対策マニュア
ルの修正と研修プログラムをより充実させ、災害が起き
たら即時に出動できるよう備えている。
おわりに　～復興に向けて～
　石巻赤十字病院は、震災で医療提供体制が大きく変化
した石巻医療圏の中で、宮城県北東部の中核病院とし
て、復興に関するグランドデザインを策定した。地域の
病床不足などを補完するため、仮設病棟である南病棟
（50 床）が 2012 年 3 月に稼働している。スタッフ確保
が懸念されたが、石巻市立病院から看護師他医療従事者
が派遣されて一緒に働いている。現在の当院正面玄関待
合ホールは、外来に通院される患者やその家族でにぎわ
っている。（写真２）地域の医療体制や住民の生活環境
の復興には時間を要するだろうが私たちも貢献していき
たいと考える。
　全国の皆様より頂いた多くのご支援と励ましに、心か
ら感謝申し上げます。
※本編は、平成 24 年度日本赤十字豊田看護大学いとす
ぎ祭のご講演の内容をまとめて頂いたものです。（編
集委員会）
